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総合型公募制学力入試／生物

2024年度の問題分析 2024年度の問題分析
大問4題で、各大問に8～10の小問があり、合計小問38題（マーク数40）という構成となっている。また、各小問は全問4択式のマークシート形式
となっている。2024年度の出題範囲は、旧課程の『生物基礎』の全範囲である。ただし、わずかではあるものの、『生物基礎』の教科書では履修
範囲外の内容とされる “発展” の項で扱われている内容も出題されていた。なお、2025年度入試からは新課程での入試となるので、出題範囲は、必
ず大学が発表する入試要項で確認しておこう。

大問 出題分野・テーマ 難易度
Ⅰ A  植生の遷移：一次遷移、先駆植物、土壌　　 B  生態系：物質の循環、エネルギーの流れ 標準

Ⅱ A  細胞：真核細胞、原核細胞、細胞小器官　　 B  体温調節：交感神経、ホルモン、内分泌系 標準

Ⅲ 血液の循環：ヒトの血管系、動脈血と静脈血、閉鎖血管系と開放血管系 標準

Ⅳ 染色体とDNA：染色体数、DNAの構造、細胞周期、タンパク質合成 標準

出題形式は、例年同様に、大問ごとに特定のテーマについて様々な角度から問うようなものとなっており、一問一答式の小問集合に近い形である。
ただし、文中や図中の空所補充問題なども含まれている。長い文章を読んで考察するタイプの問題や、詳細な知識をもとに考えて判断する正誤問題、
複雑な実験考察問題などは出題されていない。
出題された分野・テーマは、上記の表の通りで、旧課程の『生物基礎』の内容である。 
問題の難易度は、基礎から標準レベルであるが、ほとんどが基礎的なレベルの問題であり、実験考察問題や、難解な応用問題などは出題されていない。
ただし、知識問題であっても「正しいものはいくつあるか」といった形の問題など、細かい部分まで丁寧に学習し、正確に理解していないと解けないよ
うなものもいくつか見受けられる。また、前述のように『生物基礎』では “発展” の項での扱いとなる内容も出題されており、高得点を目指すには『生
物基礎』の教科書に記載されている内容を隅々まで理解していることが求められる。
2024年度の総合型公募制学力入試Ⅱ期では出題されていなかったが、過去の推薦入試・総合型基礎学力入試の問題を見ると、計算問題も出題さ
れていた。生物を選択している受験生の中には計算問題を苦手としている人も多いが、計算問題を解けるか解けないかで点数に大きな差ができてしま
うため注意が必要である。2025年度の総合型公募制学力入試でも何らかの計算問題が出題されると考えて準備をしておいた方がよいだろう。
全体としては、旧課程の『生物基礎』の教科書の内容に沿った基礎的な学力を測る問題であり、教科書の内容をしっかり理解し記憶ができていれ
ば高得点が可能な問題構成だと言える。

大問2題構成で、いずれも現代文（近代以降の文章）からの出題となっている。解答形式は選択式（マークシート方式）で、すべて4肢の中から正
解1肢を選ぶ形式であった。試験時間は60分。
大問一は、宮田光雄『生きるということ』からの出題である。敵と味方に二分してしまうことは、政治の世界ではよく行われることだが、重要な問題
を先送りにしたり、政治的失敗を隠蔽したりするために利用されることもあり、また、現実を誤って認識させ、偏見を助長してしまうという大きな問題
を抱えていることを論じた文章である。
文字数は約2,300字。設問数は8つ、枝問も含めた解答数は16である。設問構成は、語句の意味を問うものが1問1答、漢字の問題が1問2答、語
句の空所補充が2問6答、接続詞の空欄補充が1問4答、傍線部の意味を問うものが3問3答となっている。難易度は標準レベルであり、制限時間内
で十分に解答できる問題である。ただ、正解のほかに、正解に近いがよく読むと間違っているような選択肢もあるので、慎重に吟味する必要がある。
大問二は、水原秋櫻子「私の俳句のつくり方」からの出題である。句作を始めた頃から誰もが大家として認めるようになるまでの著者の句作に対す
る姿勢や考え方を述べた文章で、句作の力は、基本をおろそかにせず、様々な人の作品を学び、同じく句作をする人との切磋琢磨のなかで伸びていく
ものであるとしている。
文字数は約4,000字。設問数は6、枝問を含めた解答数は18となっている。設問内容の内訳は、漢字の問題が1問2答、波線部の言葉の意味を選
ぶ問題が1問3答、語句の空欄補充が2問11答、脱文補充が1問1答、内容合致問題が1問1答であった。全体として標準問題ではあるが、やや長い文
章であり、設問にはやや紛らわしいものも散見される。空欄補充の問題も、前後をよく読むことは当然として、もう少し後ろの方まで（あるいは前にさ
かのぼって）読んでいく必要があるので注意が必要である。
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 本学の総合型公募制の問題は大部分が基本～標準レベルの知識問題なので、何よりも
大切なのは教科書の内容であると言えるだろう。まずは教科書の本文に記載されている

内容を理解し、重要と思われる語句や数値に関してはできる限り覚えるようにしてほしい。本文に関しては、文章だけでなく、グラフや図についても注
意を払うようにしよう。ただし、それだけではなかなか高得点は望めない。用語や名称を正確に記憶することはもちろん重要だが、遺伝子の働き、血
液凝固、血糖調節、体温調節、免疫などの各分野では、その “しくみ” が重要となっている。こういった分野については、自分の言葉で “しくみ”
を説明できるくらいにまで理解を深めておいた方がよいだろう。さらに、生物を得点源とするために、より高得点を目指すのであれば、「参考」「コラム」
「実験・観察」などとして扱われている内容に加えて、教科書では “発展” の項で扱われている内容についても疎かにせず、目を通して理解していくこ
とが求められる。

教科書の読み込みを通じて一通りの知識が身についたら、単元ごとに問題がまとめられた基本的な問題
集を解くとよい。一般的な高校で教科書とともに配布され、使用されている問題集であれば、発展問題や

応用問題を除いて解いていこう。本学の入試問題はマークシート方式であるが、問題集を用いて学習する際には、記述や論述、図を描く問題にも積
極的に取り組んでほしい。そのような問題も解くことで、その分野に対する理解をより深めることができるからである。
また、2024年度の総合型公募制学力入試Ⅱ期では、計算問題は出題されていなかったが、過去の推薦入試・総合型基礎学力入試では計算問題が
出題されていたことが多いため、何らかの形で計算問題が出題される可能性があると考えておいた方がよいだろう。問題のタイプとしては、参考書や
問題集の例題として紹介されているような典型的な問題が出題されることが予想される。2025年度の総合型公募制学力入試の出題範囲が、新課程の『生
物基礎』の範囲であると仮定した場合、出題される可能性の高い計算問題としては、顕微鏡のミクロメーター、細胞周期、DNAの塩基数、光合成速度、
生物濃縮、暖かさの指数などが挙げられる。これらに関する頻出問題をピックアップして繰り返し解き、確実に解けるようにしておこう。問題集の解答・
解説を読んでも解き方がわからない場合には、学校の先生や塾・予備校の先生に質問するなどして必ず解決しておくようにしよう。

すべての単元について基本的な問題が解けるようになったら、最終的には本学の過去問を利用し
て問題演習を行おう。このとき、実際の試験と同じ条件で問題に取り組み、試験当日の時間配分

も意識してもらいたい。何点取れたのかということだけを気にするのではなく、間違えたところやわからなかったところを見つけ出して、そういった部分
をもう一度教科書・資料集・参考書で確認し、弱点を補強するように心がけてほしい。さらに、本学の入試問題と出題形式や傾向の近い他大学の過
去問を探して解いてみるのもよい。このようにして学習・演習を繰り返せば、合格点を取る力を確実に身につけることができるはずである。

本学では、大問二のように「軽く読める」エッセイもよく出題される。「軽く読める」ので、ザッと読むだけ
で答えを出そうとする受験生も多いが、そこに落とし穴もあるので注意が必要である。たとえば空欄補充の

問題などは、通常は空欄の近くに答えのヒントがあるものだが、上の問題分析でも触れたように、本学ではそうとは限らず、大きく一つの段落のまとま
りで読まないと答えが明確にならないものもある。ザッと読んでしまうと、「立ち止まって考える」ということを忘れがちになる。そこを注意してほしい。
標準的な問題は他の受験生もある程度得点できるということだから、合格のためには極力ミスをなくすようにしておかなければならない。制限時間い
っぱいまでよく見直すことが必要である。 

本学の現代文の特徴の一つに、語句や熟語、慣用句の出題が多いということがある。語句や熟語、慣用句
に関する問題でとりこぼさないようにすれば、合格に大きく近づくことができる。時間がかかるうえに、面倒な

作業ではあるが、語彙力を増強するように、普段からこまめに辞書を引いて言葉の意味を確認するように心がけてほしい。また、ただ覚えるだけでは
なく、語句や熟語、慣用句を集めた問題集を繰り返し解くことも必要である。知識はインプットも重要だが、アウトプットを通じて覚えた内容を確認す
ることも大切である。普段の地道な練習が得点につながるものだと心得て、ぜひとも語彙力の向上には力を入れてほしい。

決して難しい文章が出題されるわけではないが、前述のように本学の国語の問題では丁寧な読みが必要
になる。そういう問題への対処法は、やはり普段からの読書である。読書習慣を身につけることによって、

丁寧さを保ちながら早く読むことも可能になる。さらに、読書を通じて得た語彙力は、あえて覚えようとしなくとも身につくという利点もある。必ずしも
難しい文章を読む必要はなく、大問二のようなエッセイでもよい。本学の過去問を調べれば出典がわかるので、過去に出題された文章を図書館などで
探して読んでみるのもよいだろう。とにかく日頃から読書にいそしむようにしてもらいたい。

総合型公募制学力入試

総合型公募制学力入試

▶教科書の徹底的な理解につとめよう

▶丁寧に読むようにしよう

▶問題演習を積み重ねよう

▶語彙力を身につけよう

▶読書習慣を身につけよう

▶入試直前期の学習法について

総合型公募制学力入試／国語
2024年度　問題分析と学習アドバイス2024年度　問題分析と学習アドバイス
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一
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。 

  

《
敵 
味
方
》
と
い
う
考
え
方
は
、
政
治
の
世
界
で
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
枠
組
み
に
な
り
が
ち
で
す
。
政
治
の
世
界
で
行
動
す

る
主
体
を
《
敵
》
と
《
味
方
》
に
分
け
る
こ
と
は
、
政
治
上
の
出
来
事
を
理
解
し
解
釈
す
る
う
え
で
、
明
快
な
方
向
づ
け
を
あ
た
え

て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
い
わ
ば
《
黒
と
白
》
に
ぬ
り
分
け
る
二
分
法
は
、
複
雑
な
政
治
過
程
を 

 
 

あ 
 

 

し
て
示
す
も
の
で
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
い
ま
い
さ
や
不
確
か
さ
を
避
け
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

そ
の
こ
と
は
、
と
く
に
国
際
政
治
の
よ
う
に
、
私
た
ち
が 

 
 

１ 
 

 

に
経
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
分
野
で
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
日
常
生
活
の
な
か
の
体
験
か
ら
え
ら
れ
た
歪ゆ

が

ん
だ

①ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
、
そ
の
ま
ま
引
き
う
つ
す
こ
と
が
よ
く
行
な
わ

れ
ま
す
。
《
政
治
に
お
い
て
は
力
だ
け
が
も
の
を
言
う
》
《
政
治
の
世
界
で
は
闘
争
の
法
則
が
必
然
的
だ
》
な
ど
と
い
う
の
が
、
そ
う

し
た
国
際
政
治
を
解
釈
す
る
際
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
さ
れ
る
の
で
す
。 

 

《
敵 

味
方
》
と
い
う
考
え
方
に
は
、《
敵
》
の
陣
営
と
《
味
方
》
の
陣
営
と
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
と
ら
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

誰
が
《
敵
》
で
あ
り
、
誰
が
《
味
方
》
で
あ
る
か
が
は
っ
き
り
し
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
い
ち
い
ち
、
細
か
く 

 
 

い 
 
 

す
る
に
は

及
ば
な
い
の
で
す
。
ち
が
っ
た
形
を
と
り
、
ち
が
っ
た
顔
を
し
て
い
て
も
、
そ
こ
に
い
る
の
は
、
い
つ
で
も
同
じ
《
敵
》
だ
と
い
う

わ
け
で
す
。 

 

そ
の
こ
と
を
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
『
わ
が
闘
争
』
の
な
か
で
、 

 

２ 
 
 

デ
マ
ゴ
ギ
ー
（
う
そ
の
宣
伝
）
の
方
法
と
し
て
書
き
と
め
て
い
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ま
す
。
す
で
に
「
純
粋
に
心
理
的
な
考
慮
か
ら
し
て
」
大
衆
に
た
い
し
て
「
二
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
敵
を
提
示
し
な
い
」
こ
と

が
必
要
だ
と
い
う
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、
戦
闘
力
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
。 

 

ア 
 
 

、
「
大
衆
の

注
意
力
を
分
散
さ
せ
ず
、
つ
ね
に
あ
る
唯
一
の
敵
に
集
中
さ
せ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
ば
ら
ば
ら
の
敵
を
、
た
だ
一
つ
の
も
の
と

思
わ
せ
る
の
は
、
偉
大
な
指
導
者
の
天
才
に
よ
る
。 

 

イ 
 
 

、
い
ろ
ん
な
敵
が
い
る
と
思
う
と
、
不
安
定
な
弱
い
性
格
の
も
の

は
、
す
ぐ
さ
ま
自
分
の
正
し
さ
に
疑
い
を
感
じ
は
じ
め
や
す
い
か
ら
」
と
。 

 

敵
は
、
い
つ
で
も
一
つ
。
い
ろ
ん
な
敵
が
い
て
も
、
す
べ
て
同
じ
敵
な
の
だ
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
場
合
に
は
、
あ

ら
ゆ
る
悪
条
件 

 

第
一
次
世
界
大
戦
で
の
ド
イ
ツ
の
敗
北
、
戦
後
経
済
の
混
乱
な
ど 

 

の
背
後
に
は
、
い
つ
で
も
同
じ
敵
、
す

な
わ
ち
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
い
る
と
言
っ
た
の
で
す
。
共
産
主
義
や
ス
タ
ー
リ
ン
の
背
後
に
も
ユ
ダ
ヤ
人
が
い
る
し
、
資
本
主
義
や
ア
メ

リ
カ
の
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
背
後
に
も
ユ
ダ
ヤ
人
が
い
る
、
と
い
っ
た
具
合
だ
っ
た
の
で
す
。
ヒ
ト
ラ
ー
自
身
が
、
こ
の
デ

マ
ゴ
ギ
ー
に
ひ
そ
む
偏
見
の
持
ち
主
だ
っ
た
の
で
す
。 

 
 

 
 

 

（
略
） 

 

《
敵 

味
方
》
と
い
う
モ
デ
ル
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

第
一
に
、
そ
れ
は
、
《
味
方
》
の
陣
営
を
統
合
す
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。 

 

う 
 
 

の
必
要
性
を
も
っ
と
も
ら
し
く
み
せ
る
も

の
は
、
敵
の
存
在
で
す
。
そ
れ
は
、
実
在
の
も
の
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
架
空
の
も
の
で
あ
れ
、
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
《
外

敵
》
の
脅
威
は
、
国
民
の
関
心
を
国
内
問
題
に
お
け
る
対
立
か
ら
逸そ

ら
せ
る
も
の
で
す
。 
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西
ド
イ
ツ
の
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
首
相
は
、
権
威
主
義
的
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
、
よ
く

Ⅰこ
の
手
法
を
用
い

た
の
で
し
た
。
議
会
の
論
議
で
野
党
か
ら
彼
の
政
策
に
と
っ
て
具
合
の
悪
い
批
判
が
で
て
く
る
と
「
事
態
は
、
い
ま
ほ
ど
深
刻
な
と

き
は
な
い
」
と
い
っ
て
封
殺
す
る
の
を
つ
ね
と
し
た
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
し
迫
っ
た
外
か
ら
の
危
険
を
前
に
す
れ
ば
、
国
内

政
治
上
の

②フ
ン
争
な
ど
は
色
が
あ
せ
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
問
題
は
、
平
和
な
時
期
が
や
っ
て
く
る
ま
で
後
回
し
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
や
り
方
が
現
状
の

③イ
持
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
で
す
。 

 

《
外
敵
》
は
、
ま
た
国
内
政
治
の
う
え
で
の
反
対
者
を
非
難
し
た
り
、
と
き
に
は
そ
れ
を
犯
罪
者
に
仕
立
て
た
り
す
る
た
め
に
も

用
い
ら
れ
ま
す
。 

 

ウ 
 
 

、
外
敵
の
脅
威
が
迫
っ
て
い
る
と
き
に
、
国
内
で
分
裂
の
種
を
ま
く
も
の
は
、
敵
を
利
す
る
行
為
を

し
て
い
る
の
だ
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
《
非
国
民
》
で
あ
り
、
敵
の
回
し
者
だ
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
余
計
な
こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
割
か
せ
る
危
険
な
愚
か
者
だ
、
と
い
う
わ
け
で
す
。 

 

第
二
に
、
自
分
の
政
策
が
失
敗
し
た
場
合
に
、
そ
の
責
任
を
他
に
な
す
り
つ
け
る
う
え
で
《
敵
》
の
存
在
は
役
立
つ
わ
け
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
自
分
に
た
い
す
る
人
び
と
の
攻
撃
や
憎
し
み
を
別
の
方
向
に
誘
導
す
る
と
き
に
も
、《
敵
》
は
格
好
の
標
的
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
心
理
的
仕
組
み

メ

カ

ニ

ズ

ム

に
よ
っ
て
、
個
人
で
も
ま
た
全
体
と
し
て
の
社
会
で
も
、
自
己
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
責
任
追
及
の
重
圧

を
軽
く
さ
せ
る
の
で
す
。
そ
れ
が
現
状
を
安
定
化
さ
せ
る
役
割
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
で
す
。 

 

人
間
の
深
層
に
ひ
そ
む
攻
撃
性
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
本
能
に
よ
る
も
の
か
、
フ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
挫
折
感
）
か
ら
く
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た 

 
 

３ 
 
 

学
習
を
通
し
て
植
え
つ
け
ら
れ
る
も
の
か
、
学
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説
は
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

エ 
 
 

、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
代
社
会
に
は
文
化
＝
社
会
を
脅
か
す
攻
撃
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大

量
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、《
敵
》
は
、
破
壊
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
さ
せ
る
の
に
格
好
の

目
標
に
さ
せ
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
攻
撃
性
が
自
国
の
体
制
に
向
か
っ
て
く
る
の
を
避
け
る
こ
と
に
用
い
ら
れ
る

わ
け
で
す
。 

 

Ⅱこ
う
し
た
《
敵 

味
方
》
と
い
う
考
え
方
は
、
あ
き
ら
か
に
現
実
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
す
。
《
敵
》
の
イ

メ
ー
ジ
の
最
大
の
危
険
な
点
は
、
そ
れ
が
、
ま
ち
が
っ
た
認
識
を
あ
た
か
も
正
し
い
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
い
こ
ま
せ
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
け
っ
し
て
自
分
の
誤
り
を
変
え
よ
う
と
は
し
な
く
さ
せ
る
の
で
す
。《
敵 

味
方
》
モ
デ
ル
の
偏
見
は
、
あ

つ
い
覆
い
の
よ
う
な
効
果
を
も
っ
て
い
て
、
現
実
に
つ
い
て
の
正
し
い
情
報
を
受
け
つ
け
さ
せ
な
い
の
で
す
。
そ
れ
を
突
き
ぬ
け
て

入
っ
て
く
る
情
報
も
、
ま
さ
に
《
敵 

味
方
》
と
い
う
見
方
か
ら
選
択
さ
れ
、
ま
た
解
釈
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
分
の
偏
見
を
強

め
る
情
報
だ
け
が
選
ば
れ
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
分
の
偏
見
に
反
す
る
正
し
い
情
報
は
、
ね
じ
ま
げ
て
解
釈
さ
れ
る
の
で
す
。 

（
宮
田
光
雄
『
生
き
る
と
い
う
こ
と
』
よ
り
） 
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問
一 

傍
線
部
①
「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」
の
意
味
に
も
っ
と
も
近
い
本
文
中
の
言
葉
は
ど
れ
か
。
次
の
１
～
４
か
ら
一
つ
選
べ
。 

 
１ 

二
分
法 

 
 

２ 

方
向
づ
け 

 
 

３ 

傾
向 

 
 

４ 

偏
見 

 
 

解
答
欄

(1)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 

問
二 

傍
線
部
②
③
の
カ
タ
カ
ナ
部
分
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む
熟
語
は
ど
れ
か
。
次
の
各
群
の
１
～
４
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。 

 

② 

１ 

フ
ン
失
防
止 

 
 

２ 

異
論
フ
ン
出 

 
 

３ 

フ
ン
骨
砕
身 

 
 

４ 

孤
軍
フ
ン
闘 

 

③ 

１ 

イ
心
伝
心 

 
 

 
２ 

イ
存
体
質 

 
 

 

３ 

業
務
イ
託 

 
 

 

４ 

明
治
イ
新 

 
 

②
は
解
答
欄

(2)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

③
は
解
答
欄

(3)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 

問
三 

空
欄 

 
 

１ 
 
 

～ 
 
 

３ 
 
 

に
入
る
も
っ
と
も
適
切
な
語
は
ど
れ
か
。
次
の
１
～
４
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。 

 

１ 

社
会
的 

 
 

２ 

間
接
的 

 
 

３ 

政
治
的 

 
 

４ 

直
接
的 

 
 

 
 

１ 
 

 

は
解
答
欄

(4)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

２ 
 
 

は
解
答
欄

(5)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 
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３ 
 
 

は
解
答
欄

(6)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

  

問
四 

空
欄 

 
 

ア 
 
 

～ 
 
 

エ 
 
 

に
入
る
も
っ
と
も
適
切
な
語
は
ど
れ
か
。
次
の
１
～
４
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。 

 

１ 

な
ぜ
な
ら 

 
 

２ 

し
か
し 

 
 

３ 

し
た
が
っ
て 

 
 

４ 

つ
ま
り 

 
 

 
 

ア 
 
 

は
解
答
欄

(7)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

イ 
 
 

は
解
答
欄

(8)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

ウ 
 
 

は
解
答
欄

(9)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

エ 
 
 

は
解
答
欄

(10)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

  

問
五 

空
欄 

 
 

あ 
 
 

～ 
 
 

う 
 
 

に
入
る
も
っ
と
も
適
切
な
語
は
ど
れ
か
。
次
の
各
群
の
１
～
４
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。 

 
 

 

あ 
 

 

１ 

象
徴
化 

 
 

 

２ 

単
純
化 

 
 

 

３ 

画
一
化 

 
 

 

４ 

明
確
化 

 
 

 

い 
 

 

１ 

裁
断 

 
 

 
 

２ 

記
載 

 
 

 
 

３ 

研
究 

 
 

 
 

４ 

吟
味 

 
 

 

う 
 

 

１ 

一
致
団
結 

 
 

２ 

不
眠
不
休 

 
 

３ 

唯
一
無
二 

 
 

４ 

呉
越
同
舟 
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あ 
 
 

は
解
答
欄

(11)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

い 
 
 

は
解
答
欄

(12)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

う 
 
 

は
解
答
欄

(13)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

   

問
六 

傍
線
部
Ⅰ
「
こ
の
手
法
」
の
説
明
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
１
～
４
か
ら
一
つ
選
べ
。 

１ 

現
在
の
脅
威
に
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
分
の
過
去
の
失
政
か
ら
目
を
そ
ら
さ
せ
よ
う
と
す
る
。 

２ 

国
内
政
治
よ
り
も
国
際
政
治
の
方
が
常
に
重
要
で
あ
る
と
、
自
分
の
権
威
を
元
に
野
党
を
批
判
す
る
。 

３ 

国
外
に
い
る
敵
の
存
在
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
自
国
に
お
け
る
政
治
的
な
対
立
を
回
避
さ
せ
よ
う
と
す
る
。 

４ 

外
敵
の
脅
威
を
煽あ

お

る
デ
マ
ゴ
ギ
ー
に
よ
っ
て
、
自
分
の
政
治
的
な
失
敗
に
目
を
向
け
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。 

 
 

解
答
欄

(14)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 
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問
七 

傍
線
部
Ⅱ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
１
～
４
か
ら
一
つ
選
べ
。 

 

１ 

《
敵 

味
方
》
の
図
式
が
成
立
す
る
と
、
今
度
は
そ
の
見
方
が
現
実
の
認
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
か
ら
。 

 

２ 

《
敵 

味
方
》
と
い
う
考
え
方
が
、
複
雑
な
現
実
世
界
を
正
確
に
反
映
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
。 

 

３ 

《
敵 

味
方
》
の
図
式
が
成
立
す
る
と
、
人
は
そ
れ
を
自
分
の
責
任
を
他
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
使
う
か
ら
。 

 

４ 

《
敵 

味
方
》
と
い
う
考
え
方
は
、
政
治
の
世
界
の
中
で
こ
そ
真
の
有
効
性
を
発
揮
す
る
も
の
だ
か
ら
。 

 
 

解
答
欄

(15)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

  

問
八 

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
１
～
４
か
ら
一
つ
選
べ
。 

 

１ 

《
敵 

味
方
》
と
い
う
考
え
方
は
、
人
間
の
深
層
に
ひ
そ
む
攻
撃
性
が
生
み
出
す
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
。 

 

２ 

《
敵 

味
方
》
と
い
う
考
え
方
こ
そ
が
、
政
治
の
世
界
の
み
な
ら
ず
現
状
を
安
定
さ
せ
持
続
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
。 

 
３ 

《
敵 

味
方
》
と
い
う
考
え
方
を
、
う
そ
の
宣
伝
の
方
法
と
し
て
巧
妙
に
利
用
し
た
の
が
ヒ
ト
ラ
ー
で
あ
る
。 

 

４ 
《
敵 

味
方
》
と
い
う
考
え
方
に
よ
り
、
現
代
社
会
を
脅
か
す
破
壊
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
利
用
で
き
る
。 

 
 

解
答
欄

(16)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 
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二
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。 

 

私
の
作
句
は
、
人
か
ら
す
す
め
ら
れ
て
始
ま
っ
た
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
始
め
た
人
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
く
ら
人
に

す
す
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
全
く
俳
句
に
興
味
を
持
た
ぬ
者
が
作
句
を
は
じ
め
る
は
ず
は
な
い
。
俳
句
に
関
す
る

Ａ若
干
の
知
識
と
興

味
と
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
す
す
め
に
応
じ
る
の
だ
と
思
う
。 

私
は
、
東
大
で
医
学
を
学
ん
で
い
た
頃
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
一
年
間
ほ
ど
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、『
進
む
べ
き
俳
句
の
道
』

（
高
浜
虚き

ょ

子し

著
）
を
読
ん
で
、
原
石せ

き

鼎て
い

、
前
田
普ふ

羅ら

、
村
上
鬼き

城
じ
ょ
う

、
渡
辺
水す

い

巴は

、
飯
田
蛇だ

笏こ
つ

な
ど
と
い
う
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
代
表
作

者
の
名
と
句
と
を
記
憶
し
て
い
た
。
そ
れ
に
、
一
高
時
代
か
ら
東
大
時
代
に
か
け
て
、
当
時
の
歌
壇
の
代
表
歌
集
は
、

Ｂこ
と
ご
と
く 

①セ
イ
読
し
て
い
た
。
こ
ん
な
基
礎
が
あ
っ
た
の
で
、
作
句
の
す
す
め
に
も
応
じ
た
の
で
あ
る
。 

私
に
作
句
を
す
す
め
た
の
は
、
同
じ
研
究
室
の
助
手
を
し
て
い
た
緒
方

春
し
ゅ
ん

桐と
う

と
い
う
人
で
あ
る
。
一
高
時
代
・
東
大
時
代
と
つ
づ

い
て
一
級
上
で
、
よ
く
知
っ
て
い
る
だ
け
に
す
す
め
方
も
強
引
で
あ
っ
た
。
自
宅
で
ひ
ら
い
て
い
る
俳
句
会
に
、
ど
う
し
て
も
出
て

来
い
と
い
う
の
で
あ
る
。 

行
っ
て
み
る
と
、
や
は
り
一
級
上
の
人
達
が
五
、
六
人
、
そ
れ
に
師
範
格
と
し
て
、「
渋
柿
」
社
の
野
村
喜き

舟
し
ゅ
う

さ
ん
が
来
て
い
た
。 

 
 

ａ 
 

 

俳
壇
的
に
は
、
「
渋
柿
」
系
統
の
会
に
属
し
た
わ
け
だ
が
、
当
時
「
渋
柿
」
が
い
か
な
る
位
置
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と

な
ど
、
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
春
桐
君
の
命
ず
る
ま
ま
に
、
毎
月
の
句
会
に
列
席
し
て
い
た
。 

 

あ 
 

 

～
～
～
～ 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 
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作
法
書
一
冊
、
歳
時
記
一
冊
、
一
万
句
集
一
冊 

 

こ
れ
だ
け
を
座
右
に
備
え
た
。
現
今
で
は
よ
い
作
法
書
も
、
歳
時
記
も
い
ろ

い
ろ
出
版
さ
れ
て
い
て
便
利
だ
が
、
そ
れ
を
読
ま
ず
に
作
句
し
て
い
る
人
も
多
い
。
し
か
し
そ
れ
は
い
け
な
い
と
思
う
。
作
法
書
を

読
ま
ず
に
は
じ
め
る
と
、
は
じ
め
か
ら
横
道
に
逸そ

れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。 

「
渋
柿
」
で
の
修
業
は
一
年
半
ほ
ど
つ
づ
い
た
。
そ
の
う
ち
に
少
し

②キ
ュ
ウ
屈
に
な
っ
て
来
た
。「
渋
柿
」
に
は
好よ

い
作
者
も
多
く

い
る
し
、
好
い
句
も
多
く
あ
る
が
、
全
体
が
同
じ
趣
味
の
下
に
統
率
さ
れ
て
、
犇ひ

し

め
き
つ
つ
細
い
道
に
入
り
込
ん
で
ゆ
く
傾
向
が
あ

る
。
そ
れ
が
私
を 

 
 

ｂ 
 

 

さ
せ
る
の
だ
と
思
っ
た
。
私
は
、
ひ
ろ
い
自
然
の
中
で
呼
吸
す
る
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
俳
句
の
方
を
、

自
分
に
適
し
て
い
る
と
思
っ
て
、「
渋
柿
」
の
友
達
の
仲
間
か
ら
抜
け
る
こ
と
に
し
た
。
一
初
心
者
の
動
き
な
ど
、
誰
も
相
手
に
は
し

な
か
っ
た
。 

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
投
句
を
は
じ
め
て
か
ら
は
、
出
来
る
だ
け
自
然
に
接
し
て
、
四
季
の
変
化
を
見
究
め
る
勉
強
を
し
た
。

た
い
て
い
東
大
俳
句
会
の
人
達
が
同
行
し
た
の
で
、
こ
れ
は
実
に
楽
し
か
っ
た
。
し
か
し
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
自
然
の
美
し
さ
の 

 
 

ｃ 
 

 

は
知
れ
ず
、
こ
れ
は
未
だ
に
つ
づ
い
て
い
る
仕
事
で
あ
る
。 

も
う
一
つ
、
よ
い
勉
強
で
あ
っ
た
と
思
う
の
は
、
大
正
時
代
の
終
り
に
、
国
民
新
聞
社
の
月
例
俳
句
会
に
出
席
し
た
こ
と
で
あ
る
。

当
時
、
虚
子
選
の
「
国
民
俳
句
」
は
、
俳
壇
で
権
威
あ
る
も
の
で
、
そ
の
例
会
に
は
い
つ
も
七
、
八
十
名
は
集
ま
っ
た
。
そ
れ
が
「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
主
流
派
の
人
達
ば
か
り
で
な
く
、
傍
系
の
人
達
も
混
っ
て
い
て
、
そ
の
中
に
は
実
に
手
練だ

れ

の
作
者
が
多
か
っ
た
。
つ
ま

り
全
俳
壇
の
処
々
の
句
会
に
顔
を
出
し
、
ど
こ
で
も
高
点
を
得
て
い
る
と
い
う
人
達
で
あ
る
。
こ
う
い
う
人
達
の
句
に
影
響
さ
れ
る

－11－ 

こ
と
は
、
一
面
に
お
い
て
危
険
で
は
あ
る
が
、
俳
句
表
現
の
、
あ
の
手
こ
の
手
を
憶お

ぼ

え
込
む
に
は
こ
れ
ほ
ど
都
合
の
よ
い
こ
と
は
な

い
。
私
は
、
自
分
の
得
点
な
ど
は 

 
 

ｄ 
 

 

し
て
、
専
ら
各
派
の
表
現
の
型
を
研
究
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
修
業
は
、
一
口
に
い

う
と
「
脂
汗
を
な
が
す
」
修
業
だ
。
剣
道
で
た
た
か
れ
抜
い
て
業
を
お
ぼ
え
て
ゆ
く
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。 

今
で
は
、
各
派
が
皆
純
粋
に
な
っ
て
、
他
派
の
手
練
の
人
達
な
ど
は
や
っ
て
来
な
い
か
ら
、
好
い
作
者
達
は
す
く
す
く
と
素
直
に

伸
び
て
は
ゆ
く
け
れ
ど
、
表
現
の
型
を
百
種
も
心
得
て
い
る
と
い
う
作
者
に
は
な
り
に
く
い
。
鍛
え
方
が
ち
が
う
と
言
っ
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。
こ
の
苦
し
い
修
業
の
出
来
た
私
達
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
仕
合
せ
な
こ
と
で
あ
っ
た
。 

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
俳
句
は
、
昭
和
時
代
に
入
っ
て
ま
す
ま
す
自
然
観
察
を
深
め
て
行
っ
た
。
そ
れ
が
や
が
て
微
に
入
り 

 
 

ｅ 
 

 

を
穿う

が

ち
、
物
の
芽
の
形
態
を
究
め
る
よ
う
な
所
ま
で
進
ん
だ
。
い
さ
さ
か
行
き
す
ぎ
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
よ
り
も
、
作
者
の
感

情
を
も
っ
と
大
切
に
し
て
、
音
調
の
し
っ
か
り
し
た
句
を
詠
む
べ
き
だ
と
私
は
考
え
た
。 

 

い 
 

 

私
は
、
大
正
八
年
か
ら
十
二
年
頃
ま
で
、
窪
田
空う

つ

穂ぼ

先
生
に
就つ

い

て
短
歌
の
勉
強
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
非
常
に
有
益
だ
と
思
っ
た

が
、
時
間
が
な
い
た
め
、
俳
句
と
両
方
勉
強
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
友
達
は
た
い
て
い
俳
句
側
だ
っ
た
の
で
、
私
も

俳
句
一
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
空
穂
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
短
歌
の
音
調
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
こ

の
時
代
に
思
い
出
し
、
も
う
一
度
多
く
の
歌
集
や
歌
論
を
読
み
直
し
た
上
に
、
作
者
の
感
動
を
音
調
の
上
で
現
わ
す
勉
強
を
は
じ
め

た
。
そ
れ
に
は
一
人
に
な
る
方
が
都
合
が
よ
い
の
で
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
か
ら
離
れ
、
前
か
ら
同
人
に
な
っ
て
い
た
「
馬
酔
木

あ

し

び

」
を
自

分
の
勉
強
場
所
に
す
る
こ
と
に
き
め
た
。 
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「
馬
酔
木
」
で
は
、
ま
っ
た
く
自
由
に
、
思
う
と
お
り
の
勉
強
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
一
方
に
は
若
い
人
達
を
育
て
る
仕
事

も
あ
る
し
、
医
業
関
係
に
も
多
く
の
時
間
を
費
や
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
苦
労
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
若
い
人
達
は
順

調
に
伸
び
て
行
っ
た
の
で
、
そ
の
人
達
と
俳
句
を
研
究
し
て
ゆ
く
の
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
。 

 

う 
 

 

連
作
を
提
唱
し
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。
連
作
と
は
、
一
つ
の
題
材
に
よ
っ
て
、
一
句
以
上
を
連
ね
詠
む
こ
と
で
あ
る
。
私
達

の
実
作
も
随
分
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
仕
事
は
結
局
一
句
一
句
の 

 
 

ｆ 
 

 

が
稀き

薄
に
な
る
と
い
う
欠
陥
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
前
の
句
の
意
味
を
う
け
て
後
の
句
を
詠
む
よ
う
に
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
前
の
句
に
も
た
れ
か
か
る
こ
と
に
な
り
、
後
の
句
だ
け

で
は
完
全
な
意
味
を
成
さ
ぬ
よ
う
に
な
る
。
更
に
ま
た
も
う
一
句
つ
づ
け
る
と
、
こ
れ
が
前
二
句
に
も
た
れ
か
か
る
か
ら
、
意
味
の 

 
 

ｆ 
 

 

は
ま
す
ま
す
薄
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
う
ち
に
、
各
句
と
も
同
じ
季
語
を
使
う
の
も
感
心
出
来
ぬ
か
ら
、
一
句
に
季
語
が
あ

れ
ば
、
つ
づ
く
句
は
無
季
で
も
よ
い
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
考
え
を
持
つ
人
も
出
て
来
る
。
結
局
連
作
を
よ
む
こ
と
は
、
俳
句

で
は
無
理
で
、
と
か
く
安
易
に
作
り
が
ち
に
な
り
、
俳
句
の 

 
 

ｆ 
 

 

が
失
わ
れ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
か
ら
、
そ
の
後
は
全

く
作
ら
ぬ
こ
と
に
し
た
。
今
で
も
往
々
に
し
て
作
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
る
が
、
賛
成
し
が
た
い
と
思
う
。 

た
だ
、
連
作
が
の
こ
し
た
功
績
は
一
つ
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
作
者
は
、
大
き
な
景
色
に
向
っ
て
も
、
割
合
に
無
欲
で
、
せ
い
ぜ
い

二
句
か
三
句
詠
め
ば
足
れ
り
と
し
て
い
た
。
そ
れ
が
今
で
は
五
句
、
十
句
、
多
い
と
き
に
は
二
十
句
も
三
十
句
も
独
立
し
た
句
を
詠

む
よ
う
な
、
息
の
長
い
作
者
が
多
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
連
作
と
い
う
試
錬
が
前
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
な
に
か
新
し
い
境
を
き
り
拓ひ

ら

こ
う
と
い
う
勉
強
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
戦
争
が
は
じ
ま
り
、
戦
局
が
拡
大
す
る
と 



35

総合型公募制学力入試

34

－13－ 

共
に
、
雑
誌
は
小
さ
く
な
る
し
、
俳
句
作
者
も
減
少
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

戦
争
は
終
っ
て
も
俳
句
雑
誌
は
復
活
せ
ず
、
俳
壇
の
人
達
の
消
息
も 

 
 

ｇ 
 

 

て
い
た
し
、
自
分
の
健
康
状
態
も
よ
く
な
か
っ

た
。
そ
の
う
ち
に
、
人
々
の
消
息
も
次
第
に
わ
か
り
、
皆
の
努
力
で
「
馬
酔
木
」
も
復
活
す
る
し
、
句
集
や
随
筆
集
な
ど
も
世
に
出

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

そ
う
い
う
と
き
に
当
っ
て
、
私
は
自
分
の
俳
句
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
み
た
。
そ
れ
ま
で
出
し
た
八
冊
の
句
集
を
読
み
か
え
し
て

み
る
と
、
や
は
り
『
葛
飾

か
つ
し
か

』
が
一
番
充
実
し
て
い
る
。
自
然
を
思
う
存
分
に
明
る
く
詠
み
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
後
は
次
第
に
句
が
痩

せ
て
来
た
よ
う
だ
。
私
は
、
年
齢
を
加
え
る
に
従
っ
て
、
句
は
清
澄
に
な
っ
て
ゆ
く
の
が
よ
い
と
考
え
て
い
た
が
、
ど
う
や
ら
そ
の

清
澄
と
羸る

い

痩
と
を
と
り
ち
が
え
て
い
た
と
考
え
つ
い
た
。
ど
う
せ
も
う
余
命
は

Ｃい
く
ば
く
も
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
こ
ら
で
自
分
の
持
っ

て
い
る
も
の
を
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
出
し
切
っ
て
、
明
る
く
美
し
い
句
を
詠
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
た
。 

 

え 
 

 

む
か
し
、
短
歌
を
研
究
し
て
、
そ
の
音
調
を
俳
句
に
と
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
た
頃
の
勉
強
心
が
再
び
よ
み
が
え
っ
て
来
た
。

今
度
は
何
を
勉
強
し
よ
う
か
と
考
え
た
末
に
、
私
は
そ
の
対
象
と
し
て 

 
 

Ｘ 
 

 

を
思
い
つ
い
た
。 

 

Ｘ 
 

 

か
ら
は
必
ず
得

る
と
こ
ろ
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
思
っ
た
。 

そ
の
頃
俳
壇
で
は
、
仏
蘭
西

フ

ラ

ン

ス

あ
た
り
の 

 
 

Ｙ 
 

 

の
勉
強
を
し
て
い
る
人
が
あ
り
、
そ
の
表
現
を
と
り
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
俳

句
も
散
見
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、 

 

Ｙ 
 

 

に
は
比
喩
が
多
く
使
わ
れ
て
い
て
、
と
も
す
れ
ば
意
味
不
明
と
い
う

欠
点
に
陥
り
や
す
い
。
俳
句
は
言
う
ま
で
も
な
く 

 
 

Ｚ 
 

 

で
、
簡
潔
に
し
て
格
調
を
重
ん
ず
る
性
質
を
初
め
か
ら
負
わ
さ
れ 

て
い
る
の
だ
か
ら
、
比
喩
を
重
ん
ず
る
外
国
の 

 
 

Ｙ 
 

 

を
研
究
す
る
の
は
、
方
向
ち
が
い
の
こ
と
と
私
は
思
っ
た
。
そ
の
点
、 

※ 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 
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Ｘ 
 

 

な
ら
ば
、
同
じ 

 
 

Ｚ 
 

 

で
、
性
格
を
同
じ
く
す
る
以
上
、
学
び
得
る
点
は
多
い
。
現
に
、
芭ば

蕉
し
ょ
う

に
し
ろ
、
蕪ぶ

村そ
ん

に
し

ろ
、
そ
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
ら
で
ま
た
新
し
く
研
究
す
る
の
も
、
決
し
て
無
意
義
で
は
な
い
と
考
え
た
。 

し
か
し
、
そ
の
時
代
の
私
の
年
輩
で
、 

 

Ｘ 
 

 

を
諳あ

ん

記
す
る
の
は
、
非
常
な
努
力
を
要
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
に
も
諳
記

す
る
ま
で
の
こ
と
は
な
い
、
た
だ
読
ん
で
い
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
た
が
、
音
調
を
し
っ
か
り
学
ぶ
た
め
に
は
、
や
は

り
諳
記
し
て
、
五
、
六
十
首
は
い
つ
で
も

誦
し
ょ
う

し
得
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

こ
の
仕
事
は
実
に
大
変
で
あ
っ
た
。
中
学
や
高
等
学
校
時
代
な
ら
ば
、
記
憶
力
が
つ
よ
い
か
ら
、
短
い
も
の
を
一
日
五
首
く
ら
い

諳
記
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
し
か
し
、
老
齢
の
頭
の
働
き
と
い
う
も
の
は
実
に
哀
れ
な
も
の
で
、
私
は
五
言
絶
句
を
一
首
覚
え
る
だ

け
に
、
完
全
に
一
日
を
費
し
た
。
李り

白は
く

の
よ
う
な
明
朗
な
詩
な
ら
、
ま
だ
よ
い
方
で
、
杜と

甫ほ

の
詩
な
ど
、
一
度
お
ぼ
え
て
も
す
ぐ
忘

れ
、
短
い
も
の
に
二
日
も
三
日
も
か
か
っ
た
。
ま
る
で
中
学
の
受
験
時
代
に
再
会
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

そ
ん
な
苦
し
み
が
蓄
積
し
た
結
果
、
半
年
ほ
ど
た
っ
て
、
と
に
か
く
長
短
併
せ
て
、
六
、
七
十
首
は
諳
誦
出
来
る
ま
で
に
な
っ
た
。

夕
暮
の
浅
川
堤
な
ど
を
散
歩
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
口
に
出
し
て
誦
し
て
み
る
の
は
楽
し
か
っ
た
。
そ
う
し
て
そ
れ
が
自
然
に
作
句
の

と
き
に
役
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
言
葉
そ
の
も
の
が
応
用
出
来
る
の
で
な
く
、
俳
句
の
音
調
を
つ
よ
め
得
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
の

で
あ
る
。
現
今
で
は
ま
た
頭
の
働
き
が
お
と
ろ
え
て
、
諳
誦
し
得
る
も
の
は
二
十
首
ほ
ど
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、 

 

ｈ 
 

 
 

こ
の
時
代
は
思
い
出
し
て
も
た
の
し
か
っ
た
。 

（
水
原

秋
し
ゅ
う

櫻お
う

子し

「
私
の
俳
句
の
つ
く
り
方
」
よ
り
） 

※ 

羸る
い

痩
‥
‥
疲
れ
痩
せ
る
こ
と
。
衰
え
痩
せ
る
こ
と
。 
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問
三 

空
欄 

 
 

ａ 
 

 

～ 
 

 

ｈ 
 

 

に
入
る
も
っ
と
も
適
当
な
語
句
は
ど
れ
か
。
次
の
各
群
の
１
～
４
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。 

ａ 

１ 

し
か
し 

 
 

 

２ 

し
か
も 

 
 

 

３ 

た
だ
し 

 
 

 

４ 

つ
ま
り 

ｂ 

１ 

清
々

す
が
す
が

し
く 

 
 

２ 

暑
苦
し
く 

 
 

３ 

狭
苦
し
く 

 
 

４ 

息
苦
し
く 

ｃ 

１ 

端 
 

 
 

 
 

２ 

底 
 

 
 

 
 

３ 

天 
 

 
 

 
 

４ 

先 

ｄ 

１ 

度
外
視 

 
 

 

２ 

異
端
視 

 
 

 

３ 

問
題
視 

 
 

 

４ 

疑
問
視 

ｅ 

１ 

際 
 

 
 

 
 

２ 

細 
 

 
 

 
 

３ 

砕 
 

 
 

 
 

４ 

才 

ｆ 

１ 

必
然
性 

 
 

 

２ 

独
立
性 

 
 

 

３ 

普
遍
性 

 
 

 

４ 

虚
構
性 

ｇ 

１ 

離
れ 

 
 

 
 

２ 

薄
れ 

 
 

 
 

３ 

絶
え 

 
 

 
 

４ 

忘
れ 

ｈ 

１ 

と
に
か
く 

 
 

２ 

い
さ
さ
か 

 
 

３ 

お
そ
ら
く 

 
 

４ 

あ
た
か
も 

 
 

 
 

ａ 
 

 

は
解
答
欄

(22)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

ｂ 
 

 

は
解
答
欄

(23)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

ｃ 
 

 

は
解
答
欄

(24)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

ｄ 
 

 

は
解
答
欄

(25)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

ｅ 
 

 

は
解
答
欄

(26)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

ｆ 
 

 

は
解
答
欄

(27)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

－15－ 

問
一 

傍
線
部
①
②
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
た
と
き
、
そ
れ
と
同
じ
漢
字
を
使
う
も
の
を
、
次
の
各
群
の
１
～
４
（
傍
線
部
）

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。 

 

① 

１ 

セ
イ
細 

 
 

 
 

２ 

セ
イ
備 

 
 

 
 

３ 

セ
イ
硬 

 
 

 
 

４ 

セ
イ
援 

 

② 

１ 

キ
ュ
ウ
水
車 

 
 

２ 

序
破
キ
ュ
ウ 

 
 

３ 

困
キ
ュ
ウ
者 

 
 

４ 

持
キ
ュ
ウ
走 

 
 

①
は
解
答
欄

(17)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

②
は
解
答
欄

(18)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

  

問
二 

波
線
部
Ａ
～
Ｃ
の
意
味
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
次
の
各
群
の
１
～
４
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。 

 

Ａ 

１ 

い
く
ら
か 

 
 

 
 

２ 

す
べ
て 

 
 

 
 

 
 

３ 

か
な
り 

 
 

 
 

 
 

４ 

随
分 

 

Ｂ 

１ 

の
こ
ら
ず 

 
 

 
 

２ 

い
く
ら
か 

 
 

 
 

 

３ 

わ
ず
か
に 

 
 

 
 

 

４ 

だ
い
ぶ 

 

Ｃ 

１ 

一
度
し
か
な
い 

 
 

２ 

と
り
と
め
も
な
い 

 
 

３ 

わ
ず
か
し
か
な
い 

 
 

４ 

際
限
も
な
い 

 
 

Ａ
は
解
答
欄

(19)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

Ｂ
は
解
答
欄

(20)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

Ｃ
は
解
答
欄

(21)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 
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－17－ 

 
 

 
 

ｇ 
 

 

は
解
答
欄

(28)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

ｈ 
 

 

は
解
答
欄

(29)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

   

問
四 

空
欄 

 
 

Ｘ 
 

 

～ 
 

 
Ｚ 

 
 

に
入
る
も
っ
と
も
適
当
な
語
句
は
ど
れ
か
。
次
の
各
群
の
１
～
４
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。 

Ｘ 

１ 

唐
詩 

 
 

 
 

２ 

和
歌 

 
 

 
 

３ 

発
句 

 
 

 
 

４ 

連
句 

Ｙ 

１ 

抒
情
詩 

 
 

 

２ 
叙
事
詩 

 
 

 

３ 

新
体
詩 

 
 

 

４ 

象
徴
詩 

Ｚ 

１ 

古
代
の
詩 

 
 

２ 

近
代
の
詩 

 
 

３ 

日
本
の
詩 

 
 

４ 

東
洋
の
詩 

 
 

 
 

Ｘ 
 

 

は
解
答
欄

(30)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

Ｙ 
 

 

は
解
答
欄

(31)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 
 

 
 

Ｚ 
 

 

は
解
答
欄

(32)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

   

－18－ 

問
五 

問
題
文
か
ら
は
「
不
思
議
な
こ
と
に
、
そ
う
決
心
し
て
か
ら
、
気
力
が
日
に
増
し
充
実
し
て
ゆ
く
よ
う
な
気
が
し
た
。
」
と
い
う 

 

一
文
が
脱
落
し
て
い
る
。
こ
の
一
文
が
あ
っ
た
場
所
は 

 
 

あ 
 

 

～ 
 

 

え 
 

 

の
ど
こ
か
。
次
の
１
～
４
か
ら
一
つ
選
べ
。 

１ 
 

 

あ 
 

 
 

 

２ 
 

 

い 
 

 
 

 

３ 
 

 

う 
 

 
 

 

４ 
 

 

え 
 

 

 
 

解
答
欄

(33)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 

問
六 

著
者
が
俳
句
を
作
る
上
で
留
意
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
。
本
文
の
内
容
と
一
致
し
な
い
も
の
を
、
次
の

１
～
４
か
ら
一
つ
選
べ
。 

１ 

出
来
る
だ
け
自
然
に
接
し
四
季
の
変
化
を
よ
く
見
て
、
自
然
の
姿
を
明
る
く
の
び
の
び
と
詠
も
う
と
し
た
。 

２ 

言
葉
の
響
き
や
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
た
音
調
の
美
し
い
句
に
よ
っ
て
作
者
の
感
情
や
感
動
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
。 

３ 

ど
こ
の
流
派
の
句
会
で
も
高
点
を
得
る
た
め
に
表
現
の
型
を
研
究
し
高
度
な
技
巧
を
身
に
つ
け
た
。 

４ 

作
法
書
や
歳
時
記
を
手
元
に
置
い
て
俳
句
の
基
本
を
身
に
つ
け
、
句
会
に
参
加
し
て
様
々
な
表
現
を
学
ん
だ
。 

 
 

解
答
欄

(34)
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と 

 

以
上
で
問
題
は
終
わ
り
で
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～ 
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英語　総合型公募制学力入試　Ⅰ期

総合 型公募制学力入試 解 答例

数学　総合型公募制学力入試　Ⅰ期
大問 解答番号 解答例 配点 大問 解答番号 解答例 配点

Ⅰ

1 c 2

Ⅲ

21 a 2
2 d 2 22 a 2
3 b 2 23 a 2
4 b 2 24 c 2
5 c 2 25 a 2
6 d 4

Ⅳ

26 c 4
7 a 4 27 b 4
8 d 4 28 c 4
9 a 4 29 c 4

10 b 4 30 b 4

Ⅱ

11 d 2

Ⅴ

31 c 2
12 a 2 32 b 2
13 a 2 33 b 2
14 a 2 34 c 2
15 a 2 35 c 2
16 d 2 36 a 2
17 b 2 37 d 2
18 a 2 38 a 2
19 b 2 39 c 2
20 c 2 40 b 2

大問 解答番号 解答例 配点 大問 解答番号 解答例 配点

［1］

（1） 0
6

［3］

(17) 1

6
（2） 7 (18) 2
（3） 1

6
(19) 6

（4） 8 (20) 0
（5） 4

6
(21) 1

6
（6） 7 (22) 6
（7） 0

6
(23) 8

（8） 5 (24) 0

［2］

（9） 0
4

(25) 0

6
（10） 6 (26) 2
（11） 2 4 (27) 8
（12） 4 4 (28) 0
（13） 0

4
(29) 0

6
（14） 2 (30) 3
（15） 2 4 (31) 7
（16） 0 4 (32) 8

［4］

(33) 2 4
(34) 3 4
(35) 3 4
(36) 3 4
(37) 3 4
(38) 2 4
(39) 3 4

国語　総合型公募制学力入試　Ⅰ期生物　総合型公募制学力入試　Ⅱ期
大問 解答番号 解答例 配点 大問 解答番号 解答例 配点

Ⅰ

1 c 2

Ⅲ

21 a 2
2 c 2 22 d 2
3 d 2 23 b 2
4 a 2 24 b 2
5 c 3 25 b 2
6 a 3 26 c 3
7 c 3 27 d 3
8 b 2 28 c 3
9 c 3 29 d 3

10 d 3 30 d 3

Ⅱ

11 a 3

Ⅳ

31 b 3
12 a 3 32 a 3
13 a 3 33 d 2
14 b 2 34 b 2
15 a 2 35 a 2
16 c 2 36 d 2
17 b 3 37 c 2
18 b 3 38 d 3
19 b 2 39 b 3
20 b 2 40 c 3

大問 解答番号 解答例 配点 大問 解答番号 解答例 配点

一

1 4 2

二

17 1 2
2 1 2 18 3 2
3 4 2 19 1 2
4 4 3 20 1 2
5 3 3 21 3 2
6 1 3 22 4 3
7 3 3 23 4 3
8 1 3 24 2 3
9 4 3 25 1 3

10 2 3 26 2 3
11 2 3 27 2 3
12 4 3 28 3 3
13 1 3 29 1 3
14 3 5 30 1 3
15 1 5 31 4 3
16 3 4 32 4 3

33 4 3
34 3 4

総合 型公募制学力入試　解 答例

a-dejima
長方形


